
①．パソコン報告システムにログインし、「出生報告」を
クリック。

②．必要事項を入力し、「入力確定」をクリック。

個体識別番号は未装着耳標
一覧から選択が可能。

種別を選択。

どちらかをクリック。

③．確認画面が表示されるので、該当する方をクリック。

複数頭入力する（他にも報告する
牛がいる）場合はここをクリック
（②の画面に戻ります）。

入力が済んだらこ
こをクリック（④
へ）。

④．一覧確認画面が表示されるので、内容が正しければ
「この内容で報告」をクリック。それ以外の場合は、該
当するボタンをクリック。

⑤．訂正（修正）画面が表示されるので、正しい内容を入
力し、「訂正する」をクリック。

⑥．下記画面が表示されると報告完了。

誤りがあったらここ
をクリック（⑤へ）。

削除する（報告し
ない）場合はここ
をクリック。

一覧内容が正しければ【この内容
で報告】をクリック。

データ送信後に修正を行う場合は、別途修正請求書
（別紙１）又はパソコン報告（メニューの修正請求）
による修正手続きが必要となります。

修正内容の入力が終了したらこ
こをクリック。

３．出生報告を行いましょう

内容を確認後【入力確定】をクリックする。

ここをクリックした時点では、データは送信されません。

母牛個体識別番号の入力
間違いに注意。

クリックすると、データが家畜改
良センターに送信されます。

報告完了後翌日に「報告完了メール」が送
付されます。

登録エラーの内容も同時に送付されますので、
必ずご確認ください。
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報告漏れがあったらここをクリック
（②の画面に戻ります）。



母牛の登録状況の確認

母牛が『農場で飼養されていることになっているか』確認してください。（エラーの原因となります。）

在庫耳標、母牛の登録情報
を確認することが重要

生年月日

『登記簿、家畜共済台帳等との生年月日が異なることによる修正請求』が多発していますので注意してください。

雌雄の別

外部生殖器により、「雄」「雌」のどちらかに判定します。
※フリーマーチンも、外部生殖器の状態により判定します。

外部生殖器の状態 牛トレーサビリティ法での報告
オス（♂） １．オス
メス（♀） ２．メス

母牛の個体識別番号

分娩した母牛の『初産月齢、分娩間隔』を確認し、届出を行ってください。
※受精卵移植の場合は、分娩した母牛の個体識別番号を入力。

母　　牛 牛トレーサビリティ法での報告
供卵牛 ×
受卵牛 ○

在庫耳標であることを確認

メニューから【繋養及び在庫耳標一覧】をクリック。

他の管理者から譲受け管理換が必要な場合は、『出生報告をする前』に所属団体へ連絡してください。

【出生報告の留意事項】
牛トレーサビリティ法では、出生直後（概ね１週間以内）に死亡した牛の届出は必要ありませんが、

各種助成事業等によっては出生報告が必要な場合もありますので、関係機関にご相談ください。

出生報告カードは、当該牛がと畜等されるまで保存してください。
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